課題12－1
・終末分化細胞
→分化の最終段階に達した細胞のこと。
異なる系列の細胞に分化することはなく、
また終末分化細胞の多くは細胞分裂をしない。
・幹細胞
→複数形等の細胞に分化できる能力(多分化能)と、細胞分裂を経てもその能力を維持できる能力(自己複製能)を併せ持つ細胞のこと。
　幹細胞から生じた二つの娘細胞のうち、一方は他の系統の細胞に分化するが、他方は同じ分化能力(多分化能と自己複製能)を維持する。
　すなわち幹細胞は、発生の過程や組織・器官の維持において細胞を供給する役割を担っている。
　普通の体細胞ではテロメラーゼがないため細胞分裂の度にテロメアが短くなっていき分裂をしなくなるが、幹細胞ではテロメラーゼがあるため、テロメアの長さが維持され、分裂を繰り返している。
・生殖細胞
→生殖のために特殊化した細胞のこと。
配偶子へと分化する。
＊配偶子自体を生殖細胞と呼ぶ場合もある
[bookmark: _GoBack]
終末分化細胞はこれ以上分裂しないものがほとんどだが、幹細胞と生殖細胞は分裂し続ける。
生殖細胞は染色体の数が半分である。
幹細胞と生殖細胞はいろいろな細胞に分化する。
